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安井曾太郎 《F夫人像》について

貝塚健

2012年 に 石橋 財 団が 購 入 した安 井 曾 太 郎 《F夫

人 像》(fig.1)の モデ ル は、稀代 の コレク ター ・美

術 評 論家 だ った福 島繁 太 郎(1895－1960)の 妻 で、

随 筆 家 と して知 られ た福 島 慶子(1900－83)で あ

る(fig.2)。 夫妻 か ら注文 を受 け た安 井 が 目白の ア

トリエ で制 作 し、1939(昭 和14)年11月23日 か ら

始 まる第3回 一水 会展 に、《肖像 》の題名 で 出品 した。

福 島 繁 太 郎 は、1895(明 治28)年3月29日 、 東

京 市 京橋 区 に父 ・浪蔵 、 母 ・多幾 の 長男(第3子)

と して 生 ま れた。 浪 蔵(1860－1919)は 、 日本橋

区兜 町 で株 式仲 買 店 ・福 島浪 蔵 商店(の ちの 山叶

証 券 。現 ・みず ほ証 券株 式 会社)を 営 ん だ相場 師

で、 一代 で 莫大 な資 産 を築 いた 人物 で あ る。 山一

証券 の創 始 者 ・小 池 国三 、紅 葉 屋 商 会 の経 営 者 ・

神 田雷 蔵 とと もに兜 町 の 「三 ぞ う」 と呼 ばれ た。

株 売 買 の辛 酸 を知 り尽 く した か らか、 浪蔵 は子 ど

もた ち に 自分 の事 業 を継 ぐこと を固 く禁 じる。 進

取 な考 え の持 ち主 で 、晩 年 に は 自動 車 産業 に進 出

したい 意思 を持 って い た とい う。繁 太郎 は東京 高

等 師範学 校 附属小 学校(現 ・筑波 大学 附属 小学 校)、

附属 中学校 に進学 す る。 同期 に、幼 馴 染 みで の ち

に画 家 と な る高 畠達 四郎(1895－1976)、 三 菱 商

事社 長 と なる莊 清 彦(1894－1967)が い た。 旧制

第七 高等 学校(現 ・鹿 児 島大学)を 経 て 、1918(大

正7)年 、東 京 帝 国大 学 法科 大学 に入 学。 翌年1月

18日 、 父 ・浪 蔵 が58歳 で死 去 す る。 同 年10月28日 、

莊 の妹 ・慶 子 と結婚 した。

慶 子 は 、1900(明 治33)年5月13日 、 莊 清 次郎 、

千 賀 の 四女 と して 神戸 に生 まれ た。 清 次郎(1862

－1926)は 肥 前 大村 藩士 ・莊新 右 衛 門 とテ イの 長

男。 新右 衛 門が 藩 内の 尊皇 派 と佐 幕 派 の抗 争 に よ

り非 業 の死 を遂 げた後 、残 され た清 次郎 は苦 しい

少年 時 代 を過 ごす が 、意 を決 し14歳 で亡 父 の遺 骨

を抱 い て上 京 す る。刻 苦勉 励 の 末や が て岩 崎弥 之

助 に認 め られ 、そ の援 助 で東 京帝 国大学 、 つ いで

イ ェー ル大 学大 学 院 で学 ん だ。請 われ て三 菱 に入

社 。 神戸 支 店長 を務 めて い た と きに慶子 が 生 まれ

た。 の ち三菱 財 閥 の要 職 を歴 任す る。 その 長 男 ・

清 彦 は、東 京 高等 師範 学 校 附属 中学 校 、 旧制 第二

高等 学 校 、東 京帝 国 大学 を卒業 し、父 親 を追 っ て

三 菱 に入社 。 第二 次 世 界大 戦後 には三 菱 商事 の社

長 、会 長 を務 め た。 そ の妹 が慶 子 で あ る。慶 子 は

九段 精 華高等 女 学校 に学 ん だ。

繁 太 郎 と慶子 が 結 婚 す る9カ 月前 に亡 くなっ た

浪 蔵 は、 多大 な遺 産 を残 した。安 井雄 一 郎 が二 人

の遺 児 ・葉 子 か ら聞 い た と こ ろ に よる と、 「遺 産

につ い て も遺言 を残 し、 当時 の慣 例 か らす れ ば民

主的 と もい えるが 、遺 産 を三 分割 し、三 分 の一 を

妻多 幾 に、 三分 の 一 を長 男繁 太 郎 に、 そ して最 後

の三 分 の一 を残 りの 子 ど も(姉 二 人、 弟、 妹)に

fig.1

安井 曾太郎 《F夫人像》1939年 、油彩 ・カン ヴァス、

石橋財団 ブリヂ ス トン美術館蔵

fig.2

福島慶 子 と繁 太郎(福 島慶子 『うちの宿 六』

文藝春秋新社 、1955年 、口絵 よ り転載)
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分 与 した とい う。 この と き福 島 に分与 され た遺 産

額 は、 当時 の金 で200万 円 と もいい 、彼 は100万 を

一 生 の生 活 費 にあ て 、残 りの100万 を ど う使 うか

と思 案 したあ げ く決 めた のが 絵 画蒐 集 だ った、 と

い う話が 兜 町の伝 説 と して伝 わって い る とい う」1)。

1920(大 正9)年6月3日 に は、一人 娘 の葉子(1920

－2011)が 生 ま れ る。 翌年4月 、 繁 太 郎 は 東 京 帝

国 大学 法 学 部 政 治 学 科 を卒業 した。1年 後 、 国 際

法 を学 ぶ ため に慶 子 とと もに ロ ン ドンに渡 る。 ロ

ン ドン大 学 に籍 を置 いた 。1923(大 正12)年7月 、

初 め てパ リを訪 れ、 三菱 商事 パ リ支 店 長 ・久我 貞

三 郎の勧 め に よ り、 デ ュ ラ ン ・リュエ ル画 廊 で ル

ノワー ル 《アル ジ ャ ン トゥイユ 風景 》(1874年)を

購 入。 初 めて の フ ラ ンス絵 画の コ レクシ ョンだ っ

た。9月 、 夫 妻 は ロ ン ドン を引 き上 げ てパ リに移

住 し、郊 外 の ヌ イ イ に住 む。 以 来 、 久我 や2年 前

か らパ リに 来 て い た 高 畠 達 四 郎 に導 か れ て画 廊

め ぐりを楽 しむ よ うに な った。 翌年 には、最 初 の

ドラ ン作 品 をベ ル ネ ー ム＝ジ ュ ヌ画 廊 で購 入。 そ

の 翌年 には初 め ての ピカ ソ、 ルオ ー を購 入 す る。

1925(大 正14)年 、夫 妻 はい った ん帰 国 し、繁 太

郎 は翌 年5月 にパ リ に戻 り、 ブー ル ドネ イ街 に住

む 。そ の秋 、慶 子 は、母 ・多 幾 に預 け て いた 長女

の 葉 子 を連 れ て 渡 仏。1927(昭 和2)年 に は、16

区 ア ヴ ェニ ュー ・ヴ ィ ヨン ・ウ ィ ッ トコム に転 居

した。 この こ ろか ら福 島邸 に は、青 山義雄 や宮 田

重 雄 らの 日本 人 洋画 家 や、 親 日家 の ピア ニ ス ト ・

ジル マ ル シェ クス らが 訪 れ、一 つ の文 化 サ ロ ンを

形 成 して い た。1929(昭 和4)年12月 に は、 繁 太

郎 は美術 雑 誌 『フ ォルム』 を創刊 し、33年 まで33

号 を英仏 の 二 カ国語 で刊 行 した。 ア ンリ ・フ ォシ

オ ン、 ル ネ ・ユ イグ、 リオ ネル ・ヴェ ン トゥー リ、

ア ン ドレ ・マ ル ロー、 ジ ャ ン ・コ ク トー らが寄稿

して い る。

この 間、絵 画 収 集 を続 け た繁太 郎 は、 パ リで 約

120点 の コ レ ク シ ョンを築 い た。 当 時 は ま だ評 価

が 定 ま ってい た とはい え ない 同時代 美術 に焦 点 を

あ て る。 ア ン リ ・マ テ ィス 、 ジ ョル ジュ ・ル オ ー、

パ ブ ロ ・ピカ ソ、 ア ン ドレ ・ドラ ンな どが そ の 中

心 で、 と くにル オ ー、 ドラ ン とは直 接 に親 しく交

流 を重 ね た。1929(昭 和4)年5月 、 画 商 の ア ッシ

ェー ル に仲介 を頼 み、夫 妻 は ドラ ンに慶子 の 肖像

画 を依 頼 す る。 ア ッシェ ール とと もに慶 子が 打合

せ の た め、パ リ郊外 の ドラ ン宅 を訪 ね、25号 の大

きさで2週 間 後 に着 手 す る こ と まで決 ま る。 と こ

ろが ま もな く慶 子 が結核 性 腹膜 炎 に罹 り、転 地療

養 の た め一家 はス イス に移 って しま う。 このた め

結 局 、 ドラ ンに よる肖像 画制作 は流 れ て しま った2)。

1933(昭 和8)年6月 、通 算12年 の滞 欧 生 活 に 区

切 りをつ け 、福 島夫 妻 は葉 子 を連 れ て 日本 に帰 国

す る。 フ ラ ンス絵画 コ レク シ ョ ンの一 部 を処 分 し、

約80点 を携 えてい た。 その うちの36点 を、翌 年2月 、

東 京 ・有 楽 町 の 日劇5階 ホ ー ル で 国画 会 主 催 に よ

り展示 公 開 した。 内訳 は、 ドラ ン12点 、ル オー9点 、

マ テ ィス5点 、 ピ カ ソ5点 、 ユ トリロ2点 、 モ デ ィ

リアー ニ1点 、 ブ ラ ック1点 、 ス ーチ ン1点 で あ る。

この と き、会 場 で 旧知 の梅 原 龍三 郎 夫妻 に よって 、

細 川 護立 と安 井曾 太郎 夫妻 を紹介 された 。

5年 後 、福 島夫 妻 は安 井 に慶子 像 の制 作 を依 頼

した。慶 子 は38歳 だ った。 そ の経 緯 につ い て は、

慶子 が 安井 の 生前 、1951(昭 和26)年 に以下 の よ

うに書 き残 してい る。

其 時分 私 は 日本画 壇 の こ とは少 し も知 らず 、

安 井先 生 の 画 はパ リの サ ロ ン ・ドー トンヌ で小

品 を一枚 見 た き り、そ の他 は毎 日写真 版 で しか

知 りませ んで した 。後 に私 もだ ん だん 日本 の画

壇 の様子 も判 るや うに な ります と、 年が 経 つ に

従 つ て安 井 先生 に気 を取 られ、 静物 か ら始 まつ

て 人物 に心 を奪 はれ 、或 年 の展 覧会 の和 服 の婦

人像 を観 て、 すつ か りこの画 に打 ち込 ん で しま

ひま した。

巴里 で ドラ ンに 肖像 を描 い て貰 ふ筈 だつ た の

が 私が 病気 にな つ て、 その まゝ 帰 国 して しまつ

たの を残 念 に思 つ て ゐた ので 、私 は この 頃 よ り

秘 か に安 井先 生 に描 い て頂 けた らと考へ 始 め ま

した。あ ま り婆 さんに な らぬ 中 に好 きな画家 （有

名 な ら誰 で もよい な どとは毛 頭考 へ ませ ん で し

た） に 肖像 を御 願 ひ して老 後 の慰 め に し度 い と

望 んで は ゐた ものゝ 何 とな く気 遅れ が して 口 に

は 出せ なかつ たの です 。

ず つ と後 になつ て何 か の キ ッカ ケで この 事 を

話す と、福 島 は大 賛成 で さつ そ く石 原 求龍 堂 を

介 して 安井 先 生 にお伺 ひ を立 てゝ 貰 ひ、兎 や 角

して私 の願 ひ は 実 現 した の です が、 そ ん な経

緯 か ら、先 生 とは急速 に親 し く御近 づ き とな り、

以 後 は年 が重 なる につ れ、益 々深 いお 交 りを頂

い て居 ります。3)

安井 は1955(昭 和30)年12月14日 に亡 くなる。

そ の ま もない 時期 に繁太 郎 も以 下 の、 同 じよ うな

思 い出 を記 して い る。

フ ラ ンス 滞在 中、安 井先 生 の作 品 を知 ったが 、

そ れは 日本 か ら送 っ て来 る美 術雑 誌 に よつ て で

あ る。 向 こ うで 日本 の美術 雑 誌 を見 て い る内 に、

日本 で の作 家 で は、梅 原 、安 井 、岸 田 だ と思 う

様 にな つ たが 、震 災の 後二 年 程 して帰 って 見 る
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と、そ れが皆 当 つて い るので喜 んだ。安井 先生 は、

物 の輪 郭 を柔 く、 ぼか した様 に風 景 を描 い て居

られ た。 お とな しいつ つ ま しや か な絵 だが美 し

か った。 私 は 間 もな くフラ ンス に戻 っ て しまい 、

又 数 年 の後 、 日本 に帰 って見 る と、和 服 姿 のお

嬢 さん の 肖像 をか い て居 られた 。 デ ッサ ンが実

に しつ か りして いて 、 しか も自然 を模 倣 して い

る ので は な く、そ の 人物 をよ く想 い出 させ 乍 ら

説 明 に終 らず 、造 型 的 に扱 って ゐ る。 肖像 画 の

理想 で あ る。安 井 先生 が この域 に達 せ られて い

るの に驚 い た。 フ ラ ンス に於 て も、 肖像 画 を こ

こ まで描 く人 は少 い。 そ こで慶 子 の 肖像画 をお

頼 みす る事 に した。4)

二 人 は安 井 を選 ん だ きっか け に、「或 年 の 展 覧

会 の 和服 の 婦 人像 」 を挙 げ てい る。 展覧 会 に 出品

された和 服 の 女性 像 は、1929(昭 和4)年9月 の 第

16回 二科 展 に出 され た 《座像 》(個 人蔵 、fig.3)と 、

同 じ女 性 をモ デ ル に した 翌年9月 第17回 二 科 展 の

《婦 人像》(京 都 国立 近代 美術館 蔵)が あ げ られ る。

福 島夫妻 は12年 間 の滞 欧 中、 度 々帰 国 した。1929

年 が 慶子 の 病気 な どで 慌 ただ しか った こ とを考 慮

す れ ば 、お そ ら く1930年 の 後者 を 目に した の だろ

う。

繁 太 郎 が 回想 で、 一 時 帰 国 中の1925(大 正14)

年 前 後 に見 た 「安井 先 生 は、 物 の輪 郭 を柔 く、 ぼ

か した様 に風景 を描 いて居 られ た。 お とな しいつ

つ ま しやか な絵 だが美 しか った 」 と語 って い る。

この 時 期 、 安 井 の 作 風 は 「ドラ ン風 」 と呼 ば れ

た。嘉 門安雄 は、「この時期 の 、この よ うな作 品は 、

ス タ イル と して は、 ま さに ドラ ンの 影響 とい え よ

う。 特 に裸 婦 の稚拙 感 、風 景 に お ける太 く、ず ん

fig.3

安井 曾太郎 《座像 》1929年 、油彩 ・カ
ンヴァス、個 人蔵
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ぐ りと した木 々の幹 や枝 の 扱 い方 に それ がみ られ

る」5)と 指 摘 して い る。安 井 の ア ン ドレ ・ドラ ン

へ の接 近 に、繁 太 郎 は注 目 した に違 い な い。 その

数年 後 に繁 太郎 が 見 た和 服 の女 性像 は、安 井 の画

期 とな る まった く新 しい作風 を示 して いた。

1929年 の 《座像 》 は、帰 朝 後15年 間 の苦 闘 の末

に安 井 が生 み 出 した新 た なス タ イル、 の ち に 「安

井様 式 」 と呼 ば れ る もの を十全 に備 えて い る。霧

が はれ る ように忽 然 と して登 場 したそ の特 徴 は、

以 下 の5点 に絞 られ る。《座 像 》 に即 して ま とめ て

み よう。

まず 第 一 に、頭 部 を頂 点 とす る安 定 した三 角形

構 図が 形作 られ てい る。 右袖 と裾 が画 面外 へ 流 れ

出 してい く様 子 も自然 で、 画面 の安 定 感 を増 す の

に効 果 を示 して い る。四分 の一 、右 向 きの上半 身 は、

古 典主 義 的 な 肖像 画 の定 型 を踏 襲 してい る とい え

る。安 井 の 肖像画 には座 像 が多 い が、 無理 の な い

姿 勢 の安 定 した構 図が この の ち も選 ばれ てい くこ

とに なる。

第二 に、配 色 の コ ン トラス トが 十分 に吟味 され

てい て、軽 快 感 、爽快 感 を醸 し出 してい る こ とで

あ る。 青磁 色 の着 物 と赤 い 帯 の対 比、 扇 面の 黒 と

黄 褐色 との対 比 、座 蒲 団 の 白 と黒 の対 比 。複 数 の

対 比 す る組合 せ が画 面 上 に存在 し、 それ らが また

絡 み合 って全体 で一 つ の調和 が 図 られて いる。

第 三 に、 白 を まぜ た こ とに よって生 じる不 透 明

感 が 画面 全体 に統一 を生 み 出 してい る こ とであ る。

しっ と りと した質感 が画 面 を覆 う。石井 柏亭 は「此

頃か ら色 調 が非 常 に明 る くなる と同 時 にぼ か しが

少 な くな り、全 面 的 に不 透 明性 の 白が ちの盛 上 げ

が 拡 が る よう にな つ た」6)と 指摘 して い る。 この

白の 効果 につ いて 、有 川幾 夫 は 「この作 品 か ら感

じられ る こ とは、色 彩 に混 入 され る白色 が増 し透

明度 が減 る一方 で 、光 の表 現 か らず いぶ ん 自由に

な っ た の で は な い か とい う こ と で あ る。[… …]

色 彩 や 質感 や対 象 の細 部 は、 光 の も とで の正 確 さ

か ら もっ と 自由 にな り、 その分 のび の び と して い

る」7)と 述べ て い る。

第 四 に、 ところ ど ころ に加 え られ た黒 が画 面全

体 を引 き締 め、 同時 に、黒 以外 の色 彩 の鮮 や か さ

を強 め てい る こ とで あ る。黒 は 、髪 、椅 子 、扇 、

座 蒲 団 の模 様 な どに使 わ れて い る。 それ らはみ な

隣 接 す る色彩 の 明度 と彩 度 を上 げる こ とに役 立 っ

てい る。 黒 を 自在 に使 い こ なせ る よ うにな った こ

とが、 安井 様式 の誕生 に大 き く関 わ ってい る。

第五 に、油絵 具 の特 質 を生 か した明 瞭 での び の

び と した輪 郭 線 で画 面 が構 成 され る こ とで あ る。

直 線 と曲線 が、 注 意 深 くバ ラ ンス よ く配 置 さ れ

る。人 体 が有機 物 で あ る こ とか ら、人 物 画 には お



の ずか ら有機 的 曲線 が多 くなる。そ の一方 、直線 は、

椅 子 の背 もたれ と脚 、 そ して 開い た扇 の端 で あ る。

これ らが 直角 をなす の は単 な る偶然 と は言 えな い

だ ろ う。 安井 の 周到 な計算 の もとに 、曖 昧 さ を排

して選 び抜 か れた 直線 と曲線 が、 互 い に生 か しあ

う働 きを与 え られ てい る。

この安 井 様式 は風 景 画 、静 物画 、女 性 ヌ ー ドに

お いて も展 開 され て い くの だが 、 もっ とも典型 的

に示 され てい くのが 肖像 画 だ った。 このの ち安 井

は 、《婦 人像 》(1930年 、 第17回 二 科展)、 《玉 蟲 先

生像 》(1934年 、東北大 学 史料館 蔵 、第21回 二科 展)、

《金 蓉 》(1934年 、 東京 国 立近 代 美術 館 蔵 、第21回

二科 展)、 《本 多光 太郎 肖像 画》(1936年 、 東北大 学

金属 材料 研究 所蔵)、 《深井 英五 氏像 》(1937年 、東

京 国 立博 物 館 蔵 、 第1回 一 水 会 展)を 次 々 に発 表

して い く。 「肖像 画 の名 手 」 とい う名声 を勝 ち得

た 安井 には、 肖像 画 制作 の 依頼 が67歳 で亡 くな る

まで終生 、 途切 れ るこ とが な く続 い た。

福 島 夫妻 も これ らの発 表作 に強い 関心 を持 って

い た こ とだ ろ う。満 を持 して、1939(昭 和14)年 、

慶 子 の 肖像 画 制作 を依頼 す る。 安井 の 妻 ・は ま に

よる と、制 作 が始 まっ たの は 「丁度 二 月 の寒 い 頃

だっ た」8）とい う。 渋谷 区松 濤 に住 んでい た慶子 が 、

目白 にあ っ た安井 の ア トリエ に通 いモ デ ル を務 め

た 。そ の後 の 制作 の 進 み具合 につ いて 、繁 太郎 が

記 して い る ところ をみて み よ う。

肖像 画 は実 に 時 間 が か か つ た。 始 め は顔 な

どの 部 分 の デ ッサ ン、 そ れ か ら全 体 の デ ッサ

ン、 そ れ を何度 も くり返 した後 に、水 彩 で か か

れ、 い よい よ油 絵 に なつ た が、相 当進行 した 時

に 「ど う もい かぬ 、 や り直 し」 とい う事 に なつ

た。 毎 日の様 に ポー ズ に通 っ たの に もか か わ ら

ず 、冬 着 で始 め たの が夏 にな り、 とて も暑 くて

冬 着 は も う着 られず 夏 の着 物 となつ たか ら、 ま

た部分 のデ ッサ ンか らや り始 め られ た。 先生 は

実 に根 気 の い い方 だ。 冬 の着物 の 時 か ら算 え て

半 年 以上 もか かつ て 出来 た のが今 私 が所 蔵 して

い る二 十五 号 の油 絵 で あ る。そ の外 に、冬 着 で

毛皮 を持 っ てい る始 め のポ ーズ の水 彩 画 もコ レ

クシ ョンの 中 にあ る、今 は よ き記念 とな っ たの

が 悲 しい。9）

逆 に安 井 の ほ うは、 制作 の状 況 につい て 以下 の

ように述べ て い る。

福 島繁 太郎 夫 人慶 子 さん(25号)、 の場 合 は、

初 め に黒 い服 を着 た二 十五 号 を描 い たが 、 どち

らか の都 合 で休 ん で ゐる 内 に何 だか うま く描 け

さ うもな い気 が して やめ て しまつ た。黒 服 の は

や め ませ うと言つ た ら、 夫 人 は明 るい 派手 な服

を着 て現 は れた。 この洋 服 は仲 々むづ か しか つ

た。 白地 に こ まかい縞 の洋服 は実 に美 しかつ た

が 、 むづ か しか つ た。黒 い紗 の様 な襟 巻 の様 な

飾 も美 し くむつ か しか つ た。 全体 白、黒 、赤 の

取 り合 せ が 綺麗 だ つ た。随 分 張 り切 つ て描 い た。

この服 は大 変 良か つ たが 、盗 まれ た さ うで惜 し

い こ とであ る。 夫 人 は今 よ りも肥 つ て ゐ られ た

と思 ふ が、 ポ ー ズ中 に、 私が あ ま り睨 むの で怖

か つ た といふ 話 だ。 しか し私 が 描 いた モ デル の

中で は福 島夫 人 が一 番賑 や か な方 だつ た。 非 常

に熱心 で 、 自分 が描 い て ゐる や うに一 生 懸命 だ

つ た。 ち よ くち よ く絵 を眺 め 、家 に かへ つ てそ

れ を御 主 人 に報 告 して ゐ られ た や うで あつ た。

御 主 人 へ の 絵 の進 行 振 り報 告 、 そ れ が 私 に は

仲 々つ らかつ た。10)

最 初 は黒 い冬 服 姿 で描 か れた 。そ の ときの鉛 筆

と水 彩 に よ る素 描 が残 され てい る(《F夫 人像 》 個

人 蔵、fig.4)。 素 描 が 終 わ り、 ポ ーズ が 決 定 した

の ち安 井 は油彩 に と りか か っ た。 しか し、 ほ とん

どで きか か っ た油 彩 肖像 画が 、 「な ん だ か描 け さ

う もない気 が し」 て破 棄 されて しま う。や り直 し

は画家 に とって も根気 の要 る こ とだが 、 モデ ル に

とっ て も同 じこ とだっ ただ ろ う。制 作 途 中の作 品

を覗 き込 んで は 繁太 郎 に報 告す る夫 人 を、安 井 は

「つ らか った 」 と感 じたが 、 モ デ ルの 熱 心 さに は

感 銘 を受 け てい る。 安井 は制作 中の作 品 を見 られ

る こ とを、 肖像 画 に限 らず 、極 度 に嫌 った。 慶 子

が ア トリエで 画架 の 上 の カ ンヴ ァス を覗 き込 む と

fig.4

安 井曾太郎 《F夫人像》1939年 、鉛筆、

水彩 ・紙 、個人蔵
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きの反 応 か ら、そ の た び ご とに安井 が どん な もの

を感 じとってい たの かは 、杳 と して 知れ な い。だが 、

慶子 とそ の背 後 にい る繁 太 郎 の視線 か ら、安 井 は

逃 れ られ る こ とは なか った だ ろ う。 福 島夫 妻 との

い わ ば協働 作 業 ともい うべ き制 作 だ った ので あ る。

慶子 は、 モデ ル を してい た ときの様 子 につ い て以

下 の よ うに思 い 出 を語 ってい る。

「の ん気 な 人間 は ポー ズの 最 中居 眠 りをす る し、

神 経 質 な人 間 は イ ライ ラ して くる もの だが 、 あ

な た は ち ょう どい い と こ ろ だ ネ 」 と、[安 井]

先 生 は お っ しゃい ま した が、 私 は初 め て先生 の

恐 ろ しい ばか りの 目の動 きを見 て、 身 のす くむ

思 い が しま した。皮 膚 を貫 い て骨 まで浸 み 通 る

ような鋭 い視線 と しかめ 顔、 これ を家 に戻 っ て

か ら実演 して みせ ます と、家 族 の者 は 笑 い転 げ

る ので したが 、私 は それ どこ ろで は な く、 ポ ー

ズ を した 日は骨 の 節 々 まで疲 れ ま した。11)

仕切 り直 しにあ た って慶 子 は、 白黒 の 細 い縞模

様 が あ る夏服 を着 て、 透 き通 る黒 い ス カー フ をつ

け、赤 い 帽子 をかぶ った。 服装 は慶子 の 発 案か 、

あ るい は夫妻 で 考 え た可 能性 もあ る。 白地 に縞模

様 の 服 を描 くの に、安 井 はた いへ ん 困難 を感 じて

い るが 、逆 に意 欲 も掻 き立 て られた 。 この ときの

習 作 素描 は知 られ て い ないが 、制 作 は素 描 か ら再

開 して い る。油 彩 に よる写 生 が終 わ っ た段 階 の実

写 図(fig.5)を 見 る と、安 井 はモ デ ル の量 感 を巧

み に捕 らえて い る。

安 井 は依 頼 肖像 画 を制作 す る際、 まず そ の人 と

な りが端 的 にあ らわ れ、 かつ モ デ ルに とって負 担

fig.5

福 島慶子像 実写図
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に な らな い 自然 なポ ー ズ を探 る。数 日間で 鉛筆 、

水 彩 で 複数 の デ ッサ ンが つ くられ、 最終 的 な構 図

が決 定 され る。そ の後、油 彩 に うつ りご く客 観 的 に、

写実 的 に描 写 す る。描 写 力 に優 れ た安井 に とって

は こ こ まで は、2週 間 か ら3週 間 で十 分 だ った よ う

だ。この段 階の 見た ま まを写 した油彩 画 を「実写 図」

と名 付 けた の は、 富 山秀 男 で あ る12)。安 井 は実 写

図 をモ ノク ロ写真 で 記録 す る。 そ の後 、 その 実写

図 に加 筆 を して い って、 完 成図 まで仕 上 げ るので

あ る。 そ の間 は、 モ デ ル を 目の前 に して制 作 され

る場 合 と、モ デ ルな しで 進 め られ る場 合 とが あ っ

た。 手 許 に はつね に立 ち戻 れ る原点 と しての 実写

図写 真 が あ った と思 わ れ る。完 成 図 にい た る まで

は、短 くて も数 カ 月、長 い ときには数 年が か か った。

モ デ ルの 人格 を的確 に とらえ なが ら も、 デ フ ォル

メ、様 式化 、単 純 化 、細 部 の取捨 選 択 が念 入 りに

繰 り返 され た。

この 《F夫人像 》 の 場 合 に も、 完 成 後 の作 品 と

実 写 図 を較 べ る と、 実写 図 に安 井 が全 面 的 に加筆

修 正 を施 してい る のが 分 か る。 た とえ ば、縞模 様

は まった く異 なる し、体 の 輪郭 は細 か く修正 され

てい る。顔 は、 モデ ル の知 的 な快 活 さ を失 わせ な

い よ うに配慮 しなが ら、単 純化 を図 って い る。背

景 に は、 黄褐 色 の地 に花 の文様 の よ うな もの を散

らして い るが、 これは 実写 図 で もア タリ を付 ける

よ うな線 が 見 え、写 生段 階で も意 図 され て いた こ

とが想 像 され る。文 様 の存 在 に よ って背 景が手前

に押 し出 され、 奥行 きが失 われ て、作 品 全体 が き

わめ て平 面 的 な画面 に仕上 が ってい る。 興 味深 い

の は、背 景 の下 部 に塗 られた 床 の よ うな深青 色 の

色 面 で あ る。左 上 が りの輪 郭 線 は、 夫 人の 両肩 が

作 る斜線 、 両肘 が作 る斜線 と平行 にな っ てい て、

作 品全 体 の動 勢の リズ ム を刻 むの に奏 功 して い る。

福 島夫 妻 は 肖像 画 の 出来上 が りに満足 した。 そ

の後 の安 井 との交 友 は、 しだい に深 い もの に な っ

てい っ た。

《F夫人 像 》 は、 文 字 通 り、《座 像 》 に 始 ま る

1930年 代 肖像 画 の掉 尾 を飾 る もの とな っ た。黒 に

よって 強調 され補 強 され る艶 麗 な色 彩 、 メ リハ リ

の効 い た確 信 的 な輪郭 線 、大 胆 な色 彩 で平 面 的 に

処理 され る背景 、 一見 無 造作 に引か れ て い るか に

見 えて 実 は計算 され つ くされ た筆遣 い 、背 景 を抑

え て人物 を浮 か び上 が らせ る よ うに組 み合 わ され

るハ イ ライ ト、心 地 よい リズ ム を刻 む細 部 の モ テ

ィー フ。 こ う した特徴 は、安 井 の1930年 代 の 肖像

画 に顕 著 な もので あ る。 《F夫人像 》 のの ち、1940

年代 に入 る と、安 井 は よ り平 面 化 を進 め 、彩 度 を

落 と した渋 い 色調 に惹 かれ て い くよう にな る。戦

時下 の状 況 が どの よ うに安井 の 画業 に影響 を及 ぼ



した のか軽 々には判 断 で きないが 、少 な く とも40

年 代 に ゆ るやか な変 貌 を安 井 は遂 げ てい っ た。 こ

の 《F夫人 像 》 は、1937年 の 《深 井 英 五 氏 像 》 と

な らび、 艶麗 な画面 を繰 り広 げ る安 井 の30年 代 様

式 の 集大成 とい える作 品で あ る。
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